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新型コロナで欧州の南北格差が再拡大
―　　経済構造と就業形態の違いで南欧諸国の失業が急増　―
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（１）新型コロナの感染拡大に伴い、ユーロ圏内での南北景気格差が一段と拡大する見通し（図表１）。
主な要因は、①感染拡大の深刻度合いと、②経済構造と就業形態の違いの２点。

（２）まず、新型コロナの感染状況はイタリアやスペインといった南欧諸国で特に深刻であり、そうし
た国々では感染拡大防止のためのロックダウンが長期化（図表２）。これが、短期的な景気の落ち
込み幅を拡大するとともに、休業による収入減少や資金繰り悪化による倒産を深刻化。

（３）さらに、経済構造や就業形態の違いも格差拡大を増幅。ドイツやフランスと比較し、南欧諸国は

コロナの影響を受けやすい小売・宿泊・飲食業の雇用者数の割合が大（図表３）。加えて、南欧諸

国では、雇い止めに遭いやすい有期雇用者の比率も高く、失業者が大量に発生する見込み（図表４

）。こうした雇用・所得環境の悪化が、長期のロックダウン期間と相まって、南欧諸国の個人消費

の低迷に拍車。

（４）こうした南北格差の再拡大は、ＥＵ・ユーロ圏が目指す統合深化の妨げに。格差によって南欧諸

国で国民の反ＥＵ感情が高まれば、ポピュリズムが再燃し、政情不安につながる恐れも。

https://www.jri.co.jp 
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（図表3）新型コロナの影響が大きい業種の雇用者数（2019年）

（資料）Eurostatを基に日本総研作成

（注）図中の点は雇用者に占める有期雇用者の割合。
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（図表2）欧州主要国のロックダウン実施期間

（年/月）

（資料）各国政府資料を基に日本総研作成

（注1）食料品や必需品以外の小売店の営業可否を基準に作成。

（注2）カッコ内の数値は期間の日数。

（注3）スペインは6月下旬に解除予定。
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（図表4）欧州主要国の失業率
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（年）
（資料）IMF"World Economic Outlook"を基に日本総研作成

（注）点線部はIMF見通し。

82

84

86

88

90

92

94

96

98

100

102

2019 20 21

ドイツ

フランス

スペイン

イタリア

（2019年=100）

（資料）Eurostatなどを基に日本総研作成

（図表1）ユーロ圏主要国の実質GDP
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